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湯
沢
町
で
は
、
昭
和　

年
か
ら　

年
間
、
温
泉
資

５０

３０

源
の
保
護
と
効
率
的
な
給
湯
を
す
る
た
め
、
温
泉
管

理
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
少
数
特
定
者
を
対
象
と
し
て
い
る

事
業
で
あ
り
、
ま
た
受
益
者
が
特
定
さ
れ
る
事
業
は

民
営
化
し
、
民
間
経
営
の
利
点
を
活
用
し
、
よ
り
効

率
的
な
事
業
展
開
を
図
る
べ
き
と
の
意
見
も
あ
り
、

町
も
行
政
改
革
を
推
進
し
て
い
く
上
で
も
、
業
務
の

効
率
化
・
簡
素
化
・
公
的
役
割
の
再
検
討
が
求
め
ら

れ
る
中
で
、
温
泉
管
理
事
業
を
民
営
化
す
べ
く
準
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
事
業
の
譲
渡
先
は
、
源
泉
所
有
者
の
出
資
で

平
成　

年　

月
に
設
立
し
た
「
湯
沢
温
泉
事
業
有
限

１７

１１

会
社
」で
す
。
こ
の
こ
と
は
、３
月
定
例
議
会
に
お
い

て
承
認
さ
れ
、
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
湯
沢
町
温
泉
管
理
事
業
会
計
は
、

平
成　

年
３
月　

日
で
閉
鎖
し
、
４
月
１
日
よ
り
、

１８

３１

温
泉
管
理
事
業
清
算
特
別
会
計
を
設
け
、
清
算
業
務

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
湯
沢
温
泉
事
業
有
限
会
社
」
の
事
務
所
は
次
の
と

お
り
で
す
。

湯
沢
町
湯
沢
１
丁
目
４
番
地
７
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水
質
検
査
計
画
に
つ
い
て

水
道
課
で
は
、
平
成　

年
度
の
水
質
検
査
計
画
を

１８

策
定
し
ま
し
た
。
水
質
検
査
計
画
と
は
、
水
質
基
準

の
適
合
状
況
を
把
握
す
る
た
め
不
可
欠
で
あ
る
水

質
検
査
を
適
正
に
行
う
た
め
に
、
検
査
場
所
、
検
査

項
目
、
検
査
回
数
な
ど
を
定
め
た
も
の
で
す
。

こ
の
水
質
検
査
計
画
は
、
湯
沢
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
く
ら
し
の
情
報
」
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

水
道
課
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

◎
冬
期
間
、
水
道
メ
ー
タ
ー
を
検
針
し
な
い
と

春
ま
で
、
漏
水
し
て
い
て
も
気
づ
か
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
の
確
認
が
で
き

る
方
は
、
家
の
水
道
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
て

か
ら
、
メ
ー
タ
ー
の
文
字
盤
に
あ
る
パ
イ

ロ
ッ
ト
を
見
て
く
だ
さ
い
。
回
っ
て
い
れ
ば

漏
水
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
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４
８
５
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湯
沢
町
で
は
、
行
政
改
革
の
推

進
の
た
め
、
次
項
に
つ
い
て
平
成

　

年
度
以
降
５
年
間
に
集
中
的
に

１７取
組
み
ま
す
。

①
事
務
事
業
の
再
編
・
整
理
・
統
合

今
ま
で
の
取
組
み

…
住
民
要
望
の
実
現
に
向
け
、

積
極
的
に
事
業
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

今
後
の
取
組
み

…
税
収
の
減
少
の
中
、
財
政
健

全
化
に
向
け
事
務
事
業
を
見

直
し
、
平
成　

年
度
か
ら
平

１７

成　

年
度
ま
で
に
５
億
円
規

１９
模
の
経
費
削
減
を
図
り
ま
す
。

②
民
間
委
託
等
の
推
進

今
ま
で
の
取
組
み

…
公
共
施
設
の
清
掃
、
福
祉
バ

ス
運
転
、
ご
み
収
集
等
可
能

な
限
り
事
業
委
託
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

今
後
の
取
組
み

…
事
務
の
外
部
委
託
の
ほ
か
、

施
設
の
管
理
に
つ
い
て
も
外

部
委
託
を
検
討
し
ま
す
。

③
定
員
管
理
の
適
正
化

今
ま
で
の
取
組
み

…
退
職
者
の
不
補
充
や
診
療
所

の
廃
止
等
で
平
成　

年
度
か

１１

ら
平
成　

年
度
ま
で
に　

人

１６

３８

を
減
員
し
て
き
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
組
み

…
各
種
業
務
を
外
部
委
託
し
な

が
ら
平
成　

年
４
月
１
８
４

１７

人
の
職
員
を
平
成　

年
４
月

２２

ま
で
に　

人
の
削
減
を
図
り
、

１７

ス
リ
ム
な
行
政
組
織
に
向
い

ま
す
。

④
給
与
の
適
正
化

今
ま
で
の
取
組
み

…
平
成　

年
４
月
の
ラ
ス
パ
イ

１６

レ
ス
指
数
は　
．
８
で
、郡
内

８９

旧
４
町
で
も
低
位
の
水
準
に

あ
り
ま
す
。

今
後
の
取
組
み

…
引
き
続
き
国
家
公
務
員
給
与

制
度
の
動
向
に
合
わ
せ
、
適

正
な
水
準
に
努
め
ま
す
。

⑤
第
三
セ
ク
タ
ー
の
見
直
し

今
ま
で
の
取
組
み

…
都
市
施
設
公
社
は
中
央
公
園

管
理
の
他
、公
衆
浴
場
・
大
源

太
キ
ャ
ニ
オ
ン
青
少
年
旅
行

村
の
管
理
等
の
受
託
を
行
い

な
が
ら
事
業
拡
大
に
よ
る
経

営
強
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
の
取
組
み

…
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
指

定
管
理
者
制
度
に
移
行
す
る

た
め
に
更
に
経
営
体
質
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

⑥
経
費
節
減
等
の
財
政
効
果

今
ま
で
の
取
組
み

…
高
利
率
な
借
入
金
の
借
換
、

日
当
の
一
部
廃
止
な
ど
、
個

別
的
な
削
減
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

今
後
の
取
組
み

…
事
務
事
業
の
見
直
し
や
予
算

編
成
手
法
の
改
革
な
ど
、
計

画
的
に
財
政
の
健
全
化
を
進

め
、
５
億
円
規
模
の
費
用
の

削
減
を
図
り
ま
す
。

⑦
地
方
公
営
企
業

水
道
事
業

…
平
成　

年
度
の
料
金
改
定
等

１１

に
よ
り
、
平
成　

年
度
か
ら

１６

黒
字
決
算
に
転
換
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
経
営
安
定
化
に
努

め
ま
す
。

温
泉
管
理
事
業

…
温
泉
資
源
の
保
護
と
活
用
の

た
め
、
公
営
企
業
と
し
て
運

営
し
て
き
ま
し
た
が
、
民
間

に
よ
る
事
業
運
営
が
可
能
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
平

成　

年
度
か
ら
民
間
事
業
者

１８
に
移
譲
し
ま
す
。

下
水
道
事
業

…
建
設
費
の
償
還
額
が
毎
年
７

億
円
を
超
え
る
額
に
あ
り
、

料
金
収
入
で
は
賄
え
な
い
状

況
で
す
。
下
水
道
へ
の
接
続

の
推
進
に
努
め
、
料
金
収
入

の
増
加
に
よ
る
経
営
の
安
定

化
を
図
り
ま
す
。

観
光
事
業

…
天
候
に
大
き
く
影
響
を
受
け

る
施
設
で
あ
り
、
公
営
で
の

経
営
は
限
界
に
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
民
間
事
業
者
へ
の

移
譲
を
最
優
先
に
検
討
を
進

め
、
平
成　

年
度
中
の
移
行

１8

を
目
指
し
ま
す
。

病
院
事
業

…
町
の
基
幹
病
院
と
し
て
順
調

に
運
営
が
な
さ
れ
、
経
営
面

で
は
安
定
し
て
い
ま
す
。
こ

の
会
計
で
は
借
入
金
の
返
還

や
減
価
償
却
等
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
今
後
は
留
保
資
金

の
規
模
を
２
億
円
程
度
確
保

し
な
が
ら
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
出
金
を
縮
減
し
ま
す
。
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行
財
政
改
革
を
行
う
た
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
にににににににににににににににににににににに

行
財
政
改
革
と
は
、
時
代
に
即
し
た
行
政
需
要
に
的
確
に
対
応
し
、

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
よ
り
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
に，
組
織，
制
度
や

行
政
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に，
財
政
運
営

の
適
正
化
・
効
率
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
い
い
ま
す
。

町
財
政
は
、
景
気
低
迷
に
よ
る
町
税
収
入
の
減
収
等
に
よ
り
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、健
全
な
財
政
運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、行
財

政
改
革
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
町
で
は
、「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
並
び
に
「
第
四
次
行

政
改
革
大
綱
」
を
作
成
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

集
中
改
革
プ
ラ
ン
（
要
約
）             

総
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　
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（3）

第
１　

策
定
の
趣
旨

―
新
時
代
に
対
応
し
た

行
政
改
革
の
推
進
―

平
成　

年
７
月
に
地
方
分
権
一

１１

括
法
が
成
立
し
、
地
方
分
権
が
進

む
中
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く

財
政
事
情
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し

て
き
て
い
ま
す
。
長
引
く
不
況
に

よ
り
急
激
に
減
少
し
て
い
る
税
収
、

国
の
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る
地

方
交
付
税
の
見
直
し
と
補
助
金
の

削
減
、
進
ま
ぬ
地
方
へ
の
税
財
源

移
譲
と
い
う
現
実
を
前
に
、
市
町

村
は
合
併
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な

い
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
合
併

を
し
な
い
市
町
村
は
更
に
苦
し
い

財
政
運
営
を
迫
ら
れ
て
お
り
、
自

治
体
は
ま
さ
に
生
き
残
り
を
賭
け

て
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

湯
沢
町
に
と
っ
て
も
、「
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
」、「
活
力

溢
れ
る
町
づ
く
り
」
を
進
め
る
た

め
に
、行
政
改
革
は
、不
断
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
命
題
で

あ
り
ま
す
。

変
貌
す
る
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、

課
題
を
明
ら
か
に
し
、
自
ら
の
責

任
で
柔
軟
か
つ
弾
力
的
な
行
財
政

運
営
を
堅
持
す
る
た
め
、
こ
こ
に

第
四
次
湯
沢
町
行
政
改
革
大
綱
を

策
定
し
行
政
改
革
を
推
進
し
ま
す
。

第
２　

基
本
方
針

―
量
は
少
な
く

質
は
高
く
へ
の
行
政
改
革
―

行
政
改
革
は
行
政
自
ら
が
自
主

的
・
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

行
政
改
革
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果

を
挙
げ
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
厳

し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、

多
様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟

に
対
応
す
る
た
め
に
常
に
事
務
事

業
の
見
直
し
を
行
い
、
経
費
の
節

減
を
図
り
、
自
主
財
源
の
確
保
に

努
め
、
計
画
的
か
つ
効
率
的
な
財

政
運
営
を
行
う
と
共
に
、
地
域
協

働
型
社
会
の
形
成
に
向
け
、
検
討

を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、自
主
的
、主
体
的
な
政

策
形
成
の
た
め
に
は
、
職
員
の
意

識
改
革
と
人
材
育
成
が
今
後
の
行

政
運
営
の
鍵
と
な
る
こ
と
か
ら
、

組
織
機
構
の
見
直
し
の
他
、
職
員

の
施
策
立
案
能
力
な
ど
行
政
遂
行

能
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

仕
組
み
を
変
え
る　
　

①
行
政
の
担
う
べ
き
役
割
の
重
点

化
を
図
り
ま
す
。

　

民
間
委
託
等
の
推
進

（１）
定
型
的
業
務
を
含
め
た
事
務
・

事
業
全
般
に
わ
た
り
民
間
委
託
の

可
能
性
を
探
り
、
総
点
検
を
行
い

ま
す
。

◇
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン　
　
　
　
　
　

行
政
に
し
か
出
来
な
い
事
務
事

業
は
極
め
て
少
な
い
と
い
う
観
点

に
立
ち
、
外
部
委
託
を
積
極
的
に

推
進
し
ま
す
。
保
育
や
給
食
の
提

供
等
住
民
生
活
に
直
結
す
る
事
務

事
業
の
委
託
に
つ
い
て
は
、
委
託

の
範
囲
等
慎
重
に
検
討
し
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
の
活
用

（２）
す
べ
て
の
公
の
施
設
に
つ
い
て
、

現
在
の
管
理
形
態
を
検
証
し
、
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
向
け
環

境
を
整
え
ま
す
。

◇
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン　
　
　
　
　
　

施
設
の
有
効
活
用
と
効
率
的
運

営
の
観
点
か
ら
、
す
べ
て
の
施
設

に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
制
度
の

適
用
の
適
否
を
検
討
し
、
効
果
が

見
込
ま
れ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、

速
や
か
に
移
行
し
ま
す
。

　

地
方
公
営
企
業
の
経
営
健
全
化

（３）
地
方
公
営
企
業
が
供
給
し
て
い

る
サ
ー
ビ
ス
自
体
の
必
要
性
に
つ

い
て
検
討
し
、
事
業
の
廃
止
を
含

め
、
民
間
譲
渡
や
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
な
ど
民
間
的
経
営
手
法

の
導
入
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま

す
。

◇
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン　
　
　
　
　
　

企
業
会
計
で
あ
る
限
り
独
立
採

算
性
を
追
求
し
て
い
る
も
の
の
、

湯
沢
町
の
有
す
る
施
設
は
、
相
当

数
の
観
光
客
を
も
考
慮
し
た
大
規

模
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
観
光
客

の
落
ち
込
み
に
よ
る
料
金
収
入
の

減
が
、
各
事
業
会
計
の
経
営
に
大

き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
現
有
施

設
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

各
会
計
の
特
性
を
再
検
討
し
、
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
厳
選
し
な
が
ら
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
民
間
移
譲
等

の
思
い
切
っ
た
事
業
転
換
を
図
る

こ
と
と
し
ま
す
。

第
四
次
湯
沢
町
行
政
改
革
大
綱         

は
じ
め
に

湯
沢
町
で
は
、
昭
和　

年
に
「
湯
沢
町
行
政
改
革
大

６０

綱
」
を
策
定
し
、
以
後
数
次
の
改
定
を
行
い
つ
つ
行
政
改

革
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
近
年
の
社
会
情
勢
の
変
動
は
あ
ま
り

に
も
大
き
く
、
従
来
型
の
手
法
で
は
改
革
が
現
状
に
追

い
つ
け
な
い
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め

大
綱
に
は
可
能
な
か
ぎ
り
目
標
数
値
を
掲
げ
、
改
革
の

進
行
が
年
毎
に
検
証
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、

迅
速
且
つ
確
実
な
改
革
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
ま
す
。



　

地
方
公
社
の
経
営
健
全
化

（４）
事
業
内
容
、経
営
状
況
、公
的
支

援
等
に
つ
い
て
点
検
評
価
を
行
う

と
と
も
に
、必
要
に
よ
り
、統
廃
合
、

民
間
譲
渡
、
完
全
民
営
化
等
の
見

直
し
を
行
い
、
組
織
機
構
の
ス
リ

ム
化
を
推
進
し
ま
す
。

◇
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン　
　
　
　
　
　

指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行
に

向
け
、
徹
底
し
た
コ
ス
ト
削
減
に

取
組
み
、
利
用
者
の
求
め
る
サ
ー

ビ
ス
を
広
く
実
施
し
な
が
ら
、
経

営
を
前
面
に
出
し
た
管
理
感
覚
を

醸
成
し
、
管
理
か
ら
経
営
へ
の
体

質
転
換
を
早
急
に
行
い
ま
す
。

平
成　

年
度
中
に
移
行
の
予
定

１８

で
す
。

　

地
域
協
働
の
推
進

（５）
住
民
や
住
民
が
参
加
す
る
団
体

な
ど
、
多
様
な
主
体
が
公
共
的

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
お
う
と
す

る
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
積
極
的

に
こ
れ
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
活
動
を
支
援
し
、
積
極
的
な

連
携
・
協
力
を
行
い
ま
す
。

◇
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン　
　
　
　
　
　

地
域
協
働
型
社
会
に
移
行
し
て

い
く
た
め
に
は
、
町
民
が
自
ら
参

加
の
手
を
上
げ
や
す
い
シ
ス
テ
ム

を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
最
短
の
方

策
で
す
。
住
民
と
行
政
の
双
方
が

提
案
し
合
い
な
が
ら
、
公
正
に
協

働
型
事
業
の
選
択
・
実
施
が
進
め

ら
れ
る
仕
組
み
を
検
討
し
ま
す
。

平
成　

年
度
中
に
指
針
を
策
定

１８

す
る
予
定
で
す
。

②
行
政
ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速
か
つ
的

確
な
対
応
が
で
き
る
組
織
と
し

ま
す
。

従
来
型
の
国
の
行
政
機
関
と
の

均
衡
に
配
慮
し
た
縦
割
り
型
組
織

に
と
ら
わ
れ
ず
、
政
策
目
標
に
基

づ
き
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
事

務
処
理
が
で
き
る
組
織
編
成
に
つ

い
て
検
討
し
、
不
断
の
見
直
し
を

行
い
ま
す
。

◇
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン　
　
　
　
　
　

少
な
い
職
員
で
効
率
的
な
行
政

運
営
を
行
う
た
め
に
は
、
職
員
の

能
力
向
上
と
組
織
の
再
編
が
必
要

不
可
欠
で
す
。
組
織
の
再
編
に
つ

い
て
は
、細
分
化
・
専
門
化
さ
れ
た

事
務
分
掌
を
相
当
大
き
く
統
合
さ

せ
な
が
ら
、
現
在
の　

課
室
等
を
、

１５

よ
り
政
策
遂
行
に
適
し
た
組
織
に

再
編
し
、
課
内
の
横
断
的
協
力
体

制
を
強
化
す
る
と
共
に
、
機
動
力

を
備
え
た
組
織
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

③
定
員
管
理
及
び
給
与
の
適
正
化

を
進
め
ま
す
。

　

定
員
管
理
の
適
正
化

（１）
行
政
需
要
の
範
囲
や
施
策
の
内

容
及
び
手
法
の
見
直
し
を
行
い
な

が
ら
、
類
似
事
務
の
統
合
や
事
務

の
集
約
化
を
図
り
、
人
的
資
源
で

あ
る
職
員
を
最
大
限
活
用
す
る
組

織
体
制
、
人
事
配
置
と
な
る
よ
う

定
員
管
理
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

◇
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン　
　
　
　
　
　

事
務
事
業
の
多
さ
が
職
員
数
を

大
き
く
し
て
い
ま
す
。
事
務
の
O

A
化
は
事
務
の
迅
速
化
・
正
確
化

と
な
り
ま
す
が
、
定
員
の
削
減
に

は
繋
が
っ
て
い
な
い
現
状
を
踏
ま

え
、
事
務
の
外
部
委
託
等
を
進
め
、

新
規
採
用
を
抑
制
し
な
が
ら
、
事

業
の
縮
減
に
呼
応
し
た
定
員
管
理

を
進
め
ま
す
。

職
員
総
数
を

平
成　

年
度　

１
８
４
人

１７

平
成　

年
度　

１
６
８
人

２２

平
成　

年
度　

１
５
５
人

２６

と
し
ま
す
。

　

給
与
の
適
正
化

（２）
厳
し
い
地
域
経
済
を
背
景
に
、

地
方
公
務
員
の
給
与
が
地
域
民
間

給
与
等
の
実
態
か
ら
乖
離
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
の
厳
し
い
批

判
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
人
事

院
勧
告
の
実
施
状
況
と
歩
調
を
合

わ
せ
、
給
与
の
適
正
度
を
保
っ
て

行
き
ま
す
。

◇
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン　
　
　
　
　
　

職
員
の
給
与
は
地
方
公
務
員
法

や
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
職
務
と
責
任
に
応
じ
て
支
給

さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
国
や
他
の
地
方
公
共
団
体
・

民
間
事
業
者
と
の
均
衡
を
考
慮
し

定
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

こ
と
に
留
意
し
、
慎
重
に
対
処
し

ま
す
。

　

定
員
・
給
与
等
の
状
況
の
公
表

（３）
広
報
紙
上
等
で
職
員
の
給
与
の

状
況
を
公
表
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

職
員
一
人
当
た
り
の
年
齢
別
平
均

給
与
額
や
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
等

の
指
標
を
用
い
て
、
住
民
に
分
か

り
や
す
い
手
法
で
の
公
表
に
努
め

ま
す
。

◇
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン　
　
　
　
　
　

他
町
村
と
の
比
較
や
各
種
の
指

数
を
用
い
、
住
民
に
分
か
り
や
す

い
方
法
で
の
公
表
に
努
め
ま
す
。

決
算
概
要
の
公
表
に
併
せ
て
毎
年

公
表
し
ま
す
。

　

福
利
厚
生
事
業

（４）
職
員
の
福
利
厚
生
事
業
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
住
民
の
理
解
が
得

ら
れ
る
内
容
で
あ
る
か
、
常
に
点

検
・
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

◇
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン　
　
　
　
　
　

職
員
の
福
利
厚
生
・
健
康
管
理

に
つ
い
て
は
、
互
助
会
へ
の
金
銭

支
援
以
外
の
方
策
で
対
処
し
ま
す
。

平
成　

年
度
廃
止
の
予
定
で
す
。

１８

④
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
の
自
己
決
定
権

の
拡
大
に
伴
い
、
行
政
運
営
に
住

民
が
関
与
す
る
度
合
い
が
一
段
と

大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
、
一
層
の

透
明
性
の
向
上
と
公
正
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

◇
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン　
　
　
　
　
　

住
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す

た
め
、
情
報
公
開
を
推
進
し
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
活

用
や
政
策
決
定
過
程
の
公
表
等

様
々
な
情
報
を
住
民
に
明
ら
か
に

し
、
開
か
れ
た
行
政
運
営
を
目
指

す
こ
と
に
よ
り
、
公
正
と
信
頼
の

確
保
を
図
り
ま
す
。

⑤
議
会

地
方
分
権
の
進
展
は
自
己
決

定
・
自
己
責
任
が
求
め
ら
れ
る
時

代
で
あ
り
、
議
会
の
果
た
す
べ
き

役
割
も
一
層
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
執
行
機
関
に
対
す
る
監
視
機

能
の
み
で
な
く
、
住
民
の
多
様
な

意
見
を
把
握
し
町
政
に
反
映
さ
せ

る
取
組
み
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

◇
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン　
　
　
　
　
　

行
政
へ
の
住
民
の
意
思
反
映
機

関
と
し
て
、
議
会
活
動
の
活
性
化

を
更
に
図
る
と
と
も
に
、
議
員
定

数
の
削
減
に
つ
い
て
の
検
討
を
要

請
し
ま
す
。

（4）広報ゆざわ　H１８．３．２６



（5）

人
を
変
え
る　
　
　
　

①
人
材
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

地
方
分
権
型
社
会
を
迎
え
、
職

員
の
企
画
能
力
、調
整
能
力
、行
政

執
行
能
力
等
の
向
上
が
一
段
と
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
己
研
鑽
の

職
場
風
土
の
醸
成
を
図
り
、
積
極

的
に
能
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

◇
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン　
　
　
　
　
　

行
政
に
と
っ
て
の
基
本
財
産
で

あ
る
職
員
の
能
力
向
上
を
図
る
こ

と
は
、
地
方
分
権
の
時
代
に
最
も

必
要
な
対
策
で
あ
り
、
町
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
の
大
き
な
力
と
な
る

も
の
で
す
。
企
画
提
案
能
力
は
画

一
的
な
教
育
研
修
で
は
開
発
し
難

い
こ
と
か
ら
、
計
画
的
に
個
別
能

力
の
育
成
を
図
る
こ
と
と
し
ま
す
。

仕
事
を
変
え
る　
　
　

①
電
子
自
治
体
を
推
進
し
ま
す
。

電
子
自
治
体
の
目
指
す
と
こ
ろ

は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
共

に
業
務
改
革
を
進
め
る
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
イ
に

充
分
配
慮
し
つ
つ
、
行
政
手
続
き

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
等
の
推
進
を
図

り
、
時
代
の
進
展
に
歩
調
を
合
わ

せ
た
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

◇
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン　
　
　
　
　
　

住
民
が
、
必
要
な
時
に
必
要
な

情
報
を
入
手
す
る
手
段
の
一
つ
と

し
て
、
情
報
の
電
子
化
が
最
も
有

効
で
あ
り
、
開
か
れ
た
行
政
運
営

を
構
築
す
る
た
め
に
も
優
先
し
て

情
報
の
電
子
化
と
そ
の
活
用
を
進

め
ま
す
。

②
自
主
性
・
自
律
性
の
高
い
財
政

運
営
の
確
保
し
ま
す
。

　

経
費
の
節
減
合
理
化
等
財
政
の

（１）
健
全
化

住
民
に
対
す
る
良
質
な
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
堅
持
す
る
た
め
に
、
常

に
財
政
状
況
を
分
析
し
な
が
ら
、

事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
歳

出
全
般
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も

に
、
自
ら
の
体
力
に
合
っ
た
財
政

運
営
を
行
い
ま
す
。更
に
、適
正
な

受
益
者
負
担
を
求
め
る
な
ど
に
よ

り
自
主
的
か
つ
主
体
的
に
財
政
構

造
の
改
善
に
努
め
ま
す
。

◇
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン　
　
　
　
　
　

膨
ら
ん
だ
行
政
経
費
を
可
能
な

限
り
節
減
し
、
基
金
に
依
存
し
た

財
政
運
営
を
健
全
な
財
政
体
質
に

転
換
さ
せ
る
と
共
に
、
将
来
を
見

据
え
た
町
づ
く
り
を
行
う
た
め
の

財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
事
務
事

業
見
直
し
年
次
計
画
を
確
実
に
実

施
し
て
行
く
こ
と
と
し
ま
す
。

経
常
経
費
の
削
減
目
標
は
、

平
成　

年
度　

２
億
円

１７

平
成　

年
度　

２
億
円

１８

平
成　

年
度　

１
億
円

１９

と
し
ま
す
。

（
３
年
間
で
５
億
円
規
模
の
削

減
）

　

補
助
金
等
の
整
理
合
理
化

（２）
団
体
に
対
す
る
補
助
金
等
に
つ

い
て
は
、
行
政
と
し
て
対
応
す
べ

き
必
要
性
、費
用
対
効
果
、経
費
負

担
の
あ
り
方
等
を
検
証
し
、
終
期

の
設
定
等
を
行
い
、
計
画
的
に
廃

止
・
縮
減
を
図
り
ま
す
。

◇
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン　
　
　
　
　
　

安
易
な
補
助
金
の
削
減
実
施
は
、

住
民
と
行
政
の
信
頼
関
係
を
損
な

う
恐
れ
が
大
き
く
、
当
事
者
間
で

の
削
減
交
渉
は
進
展
が
難
し
の
が

現
状
で
す
。公
正
・
公
明
と
い
う
観

点
か
ら
、
第
三
者
的
委
員
会
等
の

設
置
を
含
め
て
検
討
し
ま
す
。

　

公
共
工
事

（３）
積
極
的
に
コ
ス
ト
の
削
減
を
図

る
と
と
も
に
、「
公
共
工
事
の
入
札

及
び
契
約
の
適
正
化
を
図
る
た
め

の
措
置
に
関
す
る
指
針
」
を
基
に
、

一
層
の
情
報
公
開
に
努
め
、
更
な

る
適
正
化
に
資
す
る
取
組
み
を
進

め
ま
す
。

◇
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン　
　
　
　
　
　

常
に
費
用
対
効
果
を
考
え
、
必

要
な
事
業
を
厳
選
す
る
と
共
に
、

優
先
順
位
を
設
定
す
る
等
に
よ
り
、

財
政
状
況
に
見
合
っ
た
事
業
規
模

に
止
め
ま
す
。ま
た
、入
札
に
つ
い

て
は
一
般
競
争
入
札
の
範
囲
を
広

げ
る
等
に
よ
り
透
明
性
を
推
進
し

ま
す
。

　

公
的
施
設

（４）
基
本
的
に
箱
物
施
設
の
新
設
は

行
わ
な
い
こ
と
と
し
、
既
存
の
施

設
に
つ
い
て
も
、
統
合
や
廃
止
を

含
め
た
見
直
し
を
行
う
ほ
か
、
そ

の
管
理
に
つ
い
て
も
外
部
委
託
の

方
向
で
検
討
し
ま
す
。

◇
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン　
　
　
　
　
　

原
則
と
し
て
、
今
後
は
施
設
の

新
増
設
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
、

既
存
施
設
の
有
効
利
用
を
図
る
他
、

必
要
性
等
を
検
証
し
、
効
用
が
薄

く
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
計
画

的
に
廃
止
し
、
経
費
の
削
減
を
積

極
的
に
進
め
ま
す
。
施
設
の
配
置

に
つ
い
て
は
、
従
来
型
の
地
域
毎

へ
の
配
置
か
ら
、
町
全
体
の
規
模

を
考
慮
し
た
効
率
的
配
置
と
す
る

方
向
に
転
換
し
ま
す
。
特
に
少
子

化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
保
育
園
・
小
学
校
の
再
編
・

統
合
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
ま

す
。

 

　行政改革の推進方法　
○この大綱の取組み期間は、平成１７年度から

平成２１年度の５年間としますが、社会情勢や

行財政状況の変化を踏まえ、必要に応じて見

直しを行います。

○改革を推進するために必要な具体的実施計

画を行政改革推進本部等において決定し、計

画的・段階的に実施します。

○毎年１回は、改革の進捗状況を検証・評価し、

湯沢町行政改革推進委員会に報告し、助言を

受けると共に、広く公表します。

○職員一人ひとりが厳しい財政状況を認識し、

全庁的かつ継続的に改革に取り組みます。
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今
ま
で
は
、
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
で
高
齢
者
の
介
護
や
健
康
、

温
水
健
康
体
操
、
町
の
リ
ハ
ビ
リ

等
の
相
談
を
お
受
け
し
て
き
ま
し

た
が
、
平
成　

年
度
か
ら
は
在
宅

１８

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
、

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
保
健
師

な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
高
齢
者
の

皆
さ
ん
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
を
持
っ
て
い

ま
す
が
、
専
門
分
野
の
仕
事
だ
け

行
う
の
で
は
な
く
、
お
互
い
に
連

携
を
と
り
な
が
ら
チ
ー
ム
と
し
て

総
合
的
に
皆
さ
ん
を
支
え
ま
す
。
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す

自
立
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す

●
要
支
援
１
・
２
と
認
定
さ
れ
た
人
は
、
介
護
保
険
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

●
支
援
や
介
護
が
必
要
と
な
る
お
そ
れ
の
高
い
人
や
自
立
し
た
生
活
を

し
て
い
る
人
な
ど
は
、
町
が
行
う
介
護
予
防
事
業
を
利
用
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
権
利
を
守
り
ま
す

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
す
た
め
に
、
皆
さ
ん

の
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
を
守
り
ま
す
。
成
年
後
見
制
度
の
紹
介
や
、
虐

待
を
早
期
に
発
見
し
た
り
、
消
費
者
被
害
な
ど
に
対
応
し
ま
す
。

何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い

高
齢
者
の
皆
さ
ん
や
そ
の
家
族
、
近
隣
に
暮
ら
す
人
の
介
護
に
関
す
る

悩
み
や
問
題
に
対
応
し
ま
す
。
介
護
に
関
す
る
相
談
や
心
配
ご
と
、
悩
み

以
外
に
も
、健
康
や
福
祉
、医
療
や
生
活
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、何
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら
皆
さ
ん
を
支
え
ま
す

皆
さ
ん
を
支
え
る
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
指
導
や
支
援
の
ほ
か
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
地
域
に
す
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
力
を
入
れ
ま
す
。
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高
齢
者
の
相
談
窓
口　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
？

皆さんの今の状態に合わせた介護予防の支援をします

心身の状態の悪化をできる限り防ぎましょう。要支援１・２と認定された人
（介護保険の介護予防サービス）

介護が必要な状態にならないように日常生活を活発にする通
所系サービスを中心に、目的に合わせた選択的サービスなども組
み合わせて、心身の状態の維持・改善を目指しましょう。

要支援・要介護状態になることを防ぎましょう。支援や介護が必要となるおそれ
が高いと判断された人
（地域支援事業の介護予防事業） 生活の中でやってみたいことを目標に掲げて、運動するなど生

活機能の維持・向上を図るとともに、生活機能の低下を早期に発
見し、予防・改善に努めましょう。

現在の状態を維持しましょう。自立した生活をしている人
（地域支援事業の介護予防事業）

介護予防を目的としたボランティア活動や講座などに積極的
に参加して、自発的に介護予防に取り組み、現在の健康な状態を
維持していきましょう。

福
祉
保
健
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
４
５
６
０



（7）

湯
沢
町
の
地
域
支
援
事
業

○
介
護
予
防
事
業

①
特
定
高
齢
者
施
策

・
把
握
事
業

基
本
健
診
に
よ
る
ス
ク
ー
リ
ン
グ
、
主
治
医
か
ら
の
情
報

・
通
所
型
事
業

温
水
健
康
体
操
（
特
定
者
）

・
訪
問
型
事
業

高
齢
者
訪
問
相
談
（
う
つ
・
認
知
症
・
閉
じ
こ
も
り
予
防
）

②
一
般
高
齢
者
施
策

・
介
護
予
防
啓
発
事
業

機
能
回
復
訓
練
（
リ
ハ
ビ
リ
）、
温
水
健
康
体
操
（
一
般
）、
け
ん
こ
つ

体
操
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
で
の
講
話
等

・
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

温
水
健
康
体
操
・
け
ん
こ
つ
体
操
ア
シ
ス
タ
ン
ト
育
成
、
認
知
症
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成

○
包
括
的
支
援
事
業

①
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・
特
定
高
齢
者
の
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

（
特
定
高
齢
者
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

・
新
予
防
給
付
認
定
者
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

（
新
予
防
給
付
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

②
総
合
相
談

・
高
齢
者
の
生
活
全
般
の
相
談
受
付

・
認
知
症
相
談
会

③
権
利
擁
護
事
業

虐
待
予
防
、
成
年
後
見
制
度
、
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
利
用
支
援

④
包
括
的
継
続
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
指
導
支
援

・
関
係
機
関
と
の
連
携
づ
く
り
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平成１８年度

温水健康体操教室　参加者募集
町では、足腰の痛みがなく、寝たきりにならず生き生き元気に笑って暮らせる湯沢町を目指し、平成１８
年度からは介護保険事業の中の介護予防事業として「温水健康体操教室」を実施しています。
水の効用を利用し、足腰にかかる負担を減らし、筋力アップ・丈夫な骨づくりをする教室です｡
皆さんの参加をお待ちしています｡

【日程･クラス】２０人定員の９クラスとし、年４５回（週１回）を予定しています。

�����
曜日

時間

ゆっくり⑤
しっかり③
（男性含む）

ゆっくり④
ゆっくり②
（サポート）

しっかり①午後１時３０分～２時３０分

ゆっくり⑥しっかり②ゆっくり③
ゆっくり①
（サポート）

午後２時３０分～３時３０分

【会　場】　健康増進施設（保健医療センター併設）
【受講料】　６００円×月の回数分（ゆっくりクラス）

　５００円×月の回数分（しっかりクラス）
　※継続参加を推進するため月謝制とさせていただきます｡
　※受講料は前月末日までに納めてください｡（４月分は初回参加時）

【申し込み】３月３１日（金）までに、申込書類に必要事項を記入の上、福祉保健課へ申し込みください｡
※申し込みを頂いた方には「決定通知書」を４月上旬にお送りします。
※平成１８年度は４月１７日（月）からの予定です。
※クラスごとに強度をかえ筋肉・骨づくりの内容でインストラクターが指導します。
※体力測定・アンケートなどで心身の変化や生活の変化を確認します。

【申込・問い合わせ】
保健係（総合福祉センター内）　℡７８４－３０００　℡７８０－６１９９

� �������������������������������������



む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち

３
/
９
「
３
歳
児
歯
科
健
診
」

こ
れ
か
ら
も
歯
を
大
切
に
し
て

く
だ
さ
い
ね
。（　

）
は
町
内

高
井　
 
祐
輔 
さ
ん　

ゆ
う
す
け

玉
田　
 
智
華 
さ
ん　

ち

か

関　
　
 
海
里 
さ
ん

か
い
り

阪
上　
 
千
彩
音 
さ
ん

ち

さ

と

南
雲　
 
寛
太 
さ
ん

か
ん
た

角
谷　
 
香
乃 
さ
ん　

か

の
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平
成　

年
４
月
か
ら

１８
障
害
者
に
係
る
公
費
負
担
医
療
が
変
わ
り
ま
す

現
在
の
障
害
者
に
係
る
公
費
負
担
医
療（
精
神
通
院
医
療
、育
成
医
療
、更
生
医

療
）
が
平
成　

年
４
月
よ
り
障
害
者
自
立
支
援
医
療
へ
と
変
わ
り
ま
す
。

１８

○
精
神
通
院
医
療
、
育
成
医
療
、
更
生
医
療
の
障
害
種
別
に
よ
る
制
度
を
統
一
し

ま
す
。

○
給
付
対
象
と
な
る
疾
病
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
で
す
が
、か
か
っ
た
医
療
費

の
１
割
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
所
得
の
低
い
方
や
、
継
続
的
に
相

当
額
の
医
療
負
担
が
生
じ
る
方
に
は
更
に
低
い
上
限
を
設
定
し
ま
す
。

○
指
定
自
立
支
援
医
療
機
関
で
の
医
療
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
対
象
者
】

精
神
通
院
医
療

精
神
障
害
の
た
め
、医
療
機
関
に
通
院
し
て
い
る
方（
統
合
失
調
症
、躁
う
つ

病
、
て
ん
か
ん
、
薬
物
関
連
障
害
（
依
存
症
等
）

更
生
医
療

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の　

歳
以
上
の
方
（
人
工
透
析
療
法
、
人
工
関

１８

節
置
換
術
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
埋
め
込
み
術
等
）

育
成
医
療

身
体
に
障
害
が
あ
る
か
、ま
た
は
そ
の
障
害
を
残
す
と
認
め
ら
れ
る　

歳
未

１８

満
の
方

【
給
付
】

障
害
者
の
心
身
の
障
害
の
軽
減
を
図
り
、自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活

を
営
む
た
め
に
必
要
な
医
療
を
給
付
し
ま
す
。

【
自
己
負
担
に
つ
い
て
】

自
己
負
担
は
原
則
、医
療
費
の
１
割
負
担
と
な
り
ま
す
。た
だ
し
、世
帯
の
所
得

水
準
等
に
応
じ
て
ひ
と
月
の
上
限
額
が
設
定
さ
れ
ま
す
。ま
た
、入
院
の
食
費（
標

準
負
担
額
相
当
）
に
つ
い
て
は
自
己
負
担
額
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

・
精
神
通
院
医
療
公
費
負
担
、
更
生
医
療

福
祉
係

・
育
成
医
療

南
魚
沼
保
健
所

℡
７
７
２
・
８
１
３
７

平
成　

年
度

１８
心
身
障
害
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券

障
害
の
あ
る
方
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
積
極
的
に
社
会
参

加
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
町
で
は
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

【
利
用
で
き
る
方
】

町
内
に
住
所
が
あ
る
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
も
し
く
は

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方【
受
付
】

３
月　

日
（
金
）
〜

３１

【
申
請
・
利
用
方
法
】

①
印
鑑
と
身
体
障
害
者
手
帳
も
し
く
は
療
育
手
帳
、
精
神
保
健
福

祉
手
帳
を
持
参
し
て
、
福
祉
保
健
課
で
交
付
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

②
タ
ク
シ
ー
利
用
券
は
、
年
間
分
と
し
て　

枚
（
１
か
月
当
り
２

２４

枚
）が
交
付
さ
れ
ま
す
。申
請
が
遅
れ
る
と
交
付
さ
れ
る
枚
数
も

少
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

③
タ
ク
シ
ー
料
金
を
支
払
う
際
に
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

ま
た
は
精
神
保
健
福
祉
手
帳
を
提
示
し
、
利
用
券
１
枚
を
渡
し

て
く
だ
さ
い
。（
１
回
の
乗
車
で
利
用
で
き
る
枚
数
は
1
枚
の
み

と
な
り
ま
す
。）

④
１
回
の
乗
車
で
５
０
０
円
分
が
助
成
さ
れ
ま
す
。（
５
０
０
円
を

超
え
た
分
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。）

【
受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ
】

福
祉
係

○注
 

平
成　

年
３
月　

日
ま
で
の
利
用
券
は
、
４
月
以
降
使
用
で
き

１８

３１

ま
せ
ん
。

福
祉
保
健
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
４
５
６
０
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●
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す

町
で
は
町
税
等
の
納
付
に
便
利

な「
預
金
口
座
振
替
」に
よ
る
納
付

を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
を
お
申
込
み
い
た
だ

い
き
ま
す
と
預
金
口
座
か
ら
自
動

的
に
納
付
し
ま
す
の
で
、
納
付
の

た
び
に
金
融
機
関
等
へ
出
向
く
必

要
が
な
く
、
う
っ
か
り
忘
れ
る
心

配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

全
て
の
金
融
機
関
で
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
便
利
で
確
実

な
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

申
込
希
望
の
方
は
、
収
納
課
へ

申
込
用
紙
を
請
求
し
て
い
た
だ
く

か
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
必
要
事

項
を
記
載
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

 

●
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
で
き
ま
す

平
成　

年
度
か
ら
町
税
及
び
上

１７

下
水
道
料
の
お
支
払
い
が
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー
で
も
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

曜
日
や
時
間
を
気
に
す
る
こ
と

な
く
、支
払
い
手
数
料
無
し
で
、い

つ
で
も
お
支
払
い
い
た
だ
け
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
取
扱
可
能
な
コ
ン
ビ
ニ
は
、
お

届
け
す
る
納
付
書
の
裏
面
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。）

 

 

 

税
金
は
納
付
し
な
い
と

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
？

国
民
の
三
大
義
務
の
一
つ
で
あ
る「
納
税
」。
こ
の
義

務
を
怠
る
と
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
税

金
に
は
納
期
限
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
日
を

過
ぎ
て
も
払
わ
な
い
場
合
は
、「
督
促
状
」が
発
送
さ
れ

ま
す
。
地
方
税
法
で
は
、
こ
の
督
促
状
を
発
送
し
た
日

か
ら
起
算
し
て
、　

日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
完
納
し

１０

な
い
と
き
は
、
滞
納
者
の
財
産
を
、
直
ち
に
差
押
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、　
１０

日
を
経
過
し
た
か
ら
と
い
っ
て
差
押
は
行
わ
ず
、
そ
の

方
の
生
活
を
脅
か
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
催
告
し
た

り
、
町
税
吏
員
が
自
宅
に
徴
収
に
行
く
と
い
っ
た
方
法

が
取
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
催
告
等
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
当
な
理
由

か
ら
納
税
に
協
力
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
い
よ
い
よ

「
滞
納
処
分
」
と
な
り
ま
す
。

滞
納
処
分
に
よ
る
差
押
は
、
そ
の
滞
納
者
の
全
て
の

財
産
（
一
部
差
押
禁
止
財
産
を
除
く
）
を
対
象
と
し
ま

す
。
例
え
ば
、
給
与
、
預
貯
金
、
生
命
保
険
、
不
動
産
、

自
動
車
等
が
差
押
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

税
は
、
不
当
な
理
由
で
払
わ
ず
に
済
む
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
納
期
限
に
納
付
さ
れ
た
方
と

の
公
平
を
保
つ
た
め
に
、
湯
沢
町
で
も
納
税
に
ご
協
力

い
た
だ
け
ず
、
や
む
を
得
ず
差
押
を
行
う
件
数
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

も
し
、
納
付
で
き
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
早

め
に
収
納
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納
税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆

ささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ

収
納
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
３
０
５
６

町税滞納額の推移

346,981 405,468 357,422 412,097 321,666

1,664,895

377,506 420,886 396,287 332,891

534,825
730,081

866,261
1,104,096

1,327,909

1,373,010

1,466,276
1,656,277

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

H８年度 H９年度 H１０年度 H１１年度 H１２年度 H１３年度 H１４年度 H１５年度 H１６年度

（千円）

滞納繰越分
当年度分

平成１６年度末　１９億８６５６万１千円



（10）広報ゆざわ　H１８．３．２６

◇
収
集
に
つ
い
て

○
不
燃
ご
み

・
有
害
ご
み
の
収
集
を
５
月
か
ら
４
月
に
変
更
し
ま
し
た
。

（
８
月
・　

月
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。）

１２

・
布
類（
衣
類
を
含
む
）の
収
集
対
象
は
綿
１
０
０
％
の
み
で
す
。そ
れ

以
外
の
衣
類
等
は
可
燃
ご
み
扱
い
に
な
り
ま
す
の
で
、指
定
袋
に
入

れ
可
燃
ご
み
と
し
て
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
可
燃
ご
み

・
毎
月　

日
は
、「
ご
み
減
量
の
日
」で
す
。
収
集
日
は
お
休
み
に
な
り

２９

ま
す
。
た
だ
し
、
８
月
と　

月
の　

日
は
、
湯
沢
東
・
湯
沢
西
地
区

１２

２９

は
収
集
を
行
い
ま
す
。

◇
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の

営
業
日
の
変
更
に
つ
い
て

・
可
燃
ご
み
は
日
曜
日
も
搬
入
で
き
ま
す
。

・
不
燃
ご
み
は
毎
週
土
曜
日
に
搬
入
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

油漏れ警報発令中
南魚沼地域では、灯油が流出する事故が多発してい
ます。
湯沢町においても、連日のように、油漏れ事故が発
生しており、これから雪解けが進むと共に、配管等の
損傷から、事故が増えるのではないかと懸念していま
す。
家の灯油タンク・配管は大丈夫でしょうか。確認を
お願いします。
・灯油の残量計から消費量に異常はないか
・敷地内に灯油の流出跡がないか
・灯油の臭いはないか
※もし、油漏れを発見したときは速やかに連絡をお願
いします。

魚沼消防署湯沢分署　℡７８４－３３７７
住民課環境生活係
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����������
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����������
����������
����������

平
成　

年
度

１８

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
変
更
点
・
注
意
点

予
告
！

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
に
つ
い
て

平
成　

年
度
の
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
は
、
５
月
８

１８

日
（
月
）・
９
日
（
火
）
に
実
施
し
ま
す
。

実
施
場
所
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
ゆ
ざ
わ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

住
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
３
４
５
３



（11）

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

平
成　

年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８１８
湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯
沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央
公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園
有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有
料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約
抽抽抽抽抽抽抽抽抽抽抽抽抽抽抽抽抽抽抽抽抽
選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選

湯
沢
中
央
公
園
有
料
施
設
予
約
抽
選
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

【
日
時
】

４
月　

日
（
金
）

１４

受
付
時
間
…
午
前
９
時
〜
９
時　

分
（
時
間
厳
守
）

３０

抽　
選　
会
…
午
前
９
時　

分
〜
午
後
２
時
頃
ま
で

３０

【
予
約
対
象
期
間
】

４
月　

日
（
土
）
〜
５
月
７
日
（
日
）

２９

７
月　

日
（
土
）
〜
９
月　

日
（
月
）

２２

１８

※
こ
の
期
間
以
外
は
、
常
時
予
約
申
込
を
受
付
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

予
約
と
同
時
に
使
用
料
を
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
施
設
】

湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

…
ア
リ
ー
ナ
、
小
ホ
ー
ル
、
柔
剣
道
場
（
会
議
室
等
は
対
象
外
）

湯
沢
中
央
公
園
屋
外
施
設

…
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
南　

面
、
北
４
面
）、
野
球
場
、
陸
上
競
技
場
、

１８

少
年
野
球
場
、
運
動
広
場
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

【
注
意
事
項
】

①
抽
選
会
へ
の
参
加
は
、
湯
沢
町
に
一
般
向
け
宿
泊
施
設
を
所
有
し
、

旅
館
業
を
営
む
方
の
み
と
し
ま
す
。
又
、
一
宿
泊
施
設
に
つ
き
代
表

者
１
人
限
り
と
し
ま
す
。

②
申
し
込
み
と
同
時
に
施
設
の
使
用
料
を
全
額
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

③
予
約
は
、
１
施
設
連
続
５
日
間
以
内
で
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
つ
い
て

は
４
面
ま
で
と
し
ま
す
。

④
施
設
予
約
後
の
他
者
へ
の
転
貸
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

湯
沢
町
都
市
施
設
公
社

（財）
※
な
お
、
抽
選
会
以
降
の
予
約
申
し
込
み
は
、
４
月　

日
（
月
）
か
ら
行
い

１７

ま
す
。屋
外
施
設
に
つ
い
て
は
、中
央
公
園
管
理
事
務
室（
℡
７
８
７
・
３

３
８
８
）、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
内
に
つ
い
て
は
、　

湯
沢
町
都
市
施

（財）

設
公
社
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

湯
沢
町
都
市
施
設
公
社
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
１
５
１
１

（財）

雪害で折れた桜を咲かせてみませんか？

中央公園の桜の木は、この大雪で幹折れ・枝折れなどの被害を受けました。折れた桜の枝にも、
つぼみがたくさんついており、暖かい部屋で水にさしておけば、一足早く桜の花を楽しむことが
できます。
雪害で折れた桜の枝をご希望の方は、公園内から自由に持ち出して、ご自宅の部屋の中で桜の
花を咲かせてみてください。
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春春の全国交通安全運の全国交通安全運動動 ４月６日～４月１５日
～　春の道　みんなで咲かそう　マナーの心　～

新入学（園）シーズンを迎え、新たに通学・通園する子どもたちの姿が見かけられるようになります。
また、お年寄りが出かける機会も多くなり、高齢者事故が増える傾向にあります。
運転者の方は、子どもや高齢者を見かけたら不用意な行動を予測して、一時停止や徐行をするなど、思

いやりのある優しい運転を心掛けましょう。

運動の重点

○子どもと高齢者の交通事故防止

○自転車の安全利用の推進

○シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

湯沢町・南魚沼警察署・南魚沼交通安全協会湯沢支部
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■湯沢町の交通事故発生状況■

増減昨年本年

＋２件１０件１２件発 生 件 数

０人０人０人死 亡 者 数

＋３人２１人２４人負 傷 者 数

（１月１日～２月２８日）
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南
魚
沼
地
域
の
ス
ギ
花
粉
飛
散
開
始
日
は
、
平
年

３
月　

日
前
後
で
す
。

１０
ま
た
、
飛
散
数
が
多
く
な
る
の
は
、
３
月
下
旬
か

ら
４
月
上
旬
で
す
。

 

花
粉
症
の
予
防
対
策　
　
　
　
　
　
  

飛
散
開
始
日
の
１
週
間
程
度
前
か
ら
花
粉
を
避

け
る
よ
う
に
す
る
と
、
治
療
・
予
防
効
果
が
高
ま
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
体
に
花
粉
を
つ
け
な
い

マ
ス
ク
、
メ
ガ
ネ
、
帽
子
を
着
用
す
る
。

▼
花
粉
を
室
内
に
持
ち
込
ま
な
い

家
に
入
る
前
に
花
粉
を
落
と
す
、
外
套
は
生
地
の

滑
ら
か
な
も
の
に
す
る
。

▼
の
ど
や
鼻
を
健
康
に
保
つ

風
邪
を
ひ
か
な
い
、
お
酒
を
飲
み
す
ぎ
な
い
、
タ

バ
コ
を
控
え
る
、
体
調
を
整
え
る
。

花
粉
症
の
人
は
、
花
粉
飛
散
数
が
少
な
く
て
も
症

状
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
気
象
情
報
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
ス
ギ
花
粉
飛
散
が
多
い
日

晴
れ
て
気
温
が
高
い
日

空
気
が
乾
燥
し
て
風
が
強
い
日

雨
上
が
り
の
翌
日
気
温
が
高
い
日
が
続
い
た
後

▽
ス
ギ
花
粉
が
多
い
時
間
帯

昼
頃
、
日
没
後
、
雨
が
降
り
出
す
直
前

※
花
粉
飛
散
状
況
に
つ
い
て
は
南
魚
沼
保
健
所
（
℡

７
７
２
・
８
１
５
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
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南
魚
沼
地
域
の

ス
ギ
花
粉
飛
散
情
報

南魚沼シルバー人材センターからのおしらせ
シルバー人材センターとは…
「今までの経験や技能を生かして働きたい」「何らかの収入を得たい」「社会に役立ちたい」という健康
な高齢者にふさわしい仕事を企業・家庭・公共団体等から引き受け、会員に提供する県知事許可の公益
法人です。

会員になるには…
南魚沼地域内にお住まいの方で、６０歳以上の健康で働く意欲のある方であれば、どなたでも会員になれ
ます。

主な仕事は…
宛名書き、賞状書き、草取り、草刈り、農作業、雪囲い、除雪、庭木の剪定、屋内外清掃、旅館やホテル
の手伝い、自動車運転など

【問い合わせ】　南魚沼シルバー人材センター湯沢町事務所　℡７８４－２８５０

�

�

�

�

�������������������������������������������

�������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

南魚沼のスギ花粉飛散数

今年のスギ花粉飛散数は
９００～２，１００個 /c㎡

昨年の１／４程度の予想です。�

�

�
�
�
�
�
�
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３
月
４
日
（
土
）
夜
、
布
場
ス
キ
ー
場
を
会
場
に
、

「
第　

回
越
後
湯
沢
温
泉
雪
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、

５４
子
供
雪
雷
太
鼓
、
雪
中
神
輿
、
タ
イ
マ
ツ
滑
降
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
の
ミ
ス
駒
子
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
安
田 

博
美
さ
ん
（
東
京
都
府
中
市
在
住
）、
宮
本 
礼
子
さ

ん（
神
奈
川
県
横
浜
市
在
住
）、中
原 
美
紀
さ
ん（
埼

玉
県
所
沢
市
在
住
・
湯
沢
町
出
身
）（
写
真
○上
 
 
左
か

ら
）
の
３
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

スナップ

越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温越後湯沢温泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉
雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪まままままままままままままままままままままつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ雪まつりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

総
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

日
本
の
選
挙
制
度
の
節
目
に
あ
た
る
、国
民
参
政
１
１
５
周
年
、

普
通
選
挙
制
度　

周
年
、
婦
人
参
政
制
度　

周
年
を
記
念
し
、
南

８０

６０

雲
又
五
郎
さ
ん
（
宮
林
・
写
真
○左
 

）
さ
ん
が
総
務
大
臣
か
ら
感
謝

状
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
感
謝
状
は
、湯
沢
町
選
挙
管
理
委
員
会
に　

年
間
在
職
し
、

１０

選
挙
事
務
の
適
性
執
行
に
尽
力
、
特
に
平
成　

年
４
月
か
ら
は
、

１０

選
挙
管
理
委
員
長
と
し
て
、
選
挙
の
円
滑
な
処
理
お
よ
び
選
挙
啓

発
に
中
心
と
な
っ
て
長
年
取
り
組
ん
だ
功
績
を
讃
え
て
贈
ら
れ

る
も
の
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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ハ
イ
、

県
く
ら
し
の
ダ
イ
ヤ
ル
で
す

く
ら
し
に
役
立
つ
ダ
イ
ヤ
ル
は

０
２
５
・
２
８
５
・
７
０
０
０

【
４
月
３
日
（
月
）
〜
５
月
１
日

（
月
）
の
テ
ー
マ
】

○
く
ら
し
の
情
報
（
毎
月
第
１
月

曜
日
正
午
更
新
） 

・
消
費
者
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

・
消
費
者
の
権
利
を
知
ろ
う

○
消
費
生
活
相
談
事
例
（
毎
月
第

１
月
曜
日
正
午
更
新
）

・
通
信
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル

○
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
方
法

○
相
談
が
多
い
事
例
の
ア
ド
バ
イ

ス
・
携
帯
電
話
の
サ
イ
ト
料
金
請
求

ト
ラ
ブ
ル

・
ハ
ガ
キ
等
に
よ
る
覚
え
の
な
い

請
求
の
対
処
法

※
緊
急
な
消
費
生
活
情
報
が
あ
る

場
合
に
予
定
を
変
更
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

花
と
緑
の

パ
ー
ト
ナ
ー
づ
く
り
事
業

市
街
地
や
観
光
地
に
お
け
る
子

供
た
ち
や
地
域
の
団
体
が
行
う
緑

化
活
動
に
対
し
て
、
樹
木
や
花
苗

な
ど
の
材
料
費
を
助
成
し
ま
す
。

【
助
成
内
容
】

・
県
管
理
施
設
に
お
け
る
緑
化
活

動限
度
額
…　

万
円

５０

助
成
率
…　

／　
１０

１０

・
市
町
村
管
理
施
設
に
お
け
る
緑

化
活
動

限
度
額
…　

万
円

２５

助
成
率
…
１
／
２

※
市
町
村
管
理
施
設
は
小
学
校
・

中
学
校
に
限
り
ま
す
。

【
助
成
要
件
】

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
町
内
会
、

学
校
な
ど
が
行
う
緑
化
活
動
で

あ
る
こ
と

・
都
市
計
画
区
域
内
又
は
主
要
な

観
光
地
に
お
け
る
緑
化
活
動
で

あ
る
こ
と

・
原
材
料
費
の
合
計
が　

万
円
以

１０

上
で
あ
る
こ
と

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
】

（
社
）
に
い
が
た
緑
の
百
年
物
語

緑
化
推
進
委
員
会

〒
９
５
０
‐
０
９
６
５

新
潟
市
新
光
町
７
番
地
２　

新

潟
県
商
工
会
館
５
階

℡
０
２
５
・
２
９
０
・
８
０
５
５

県
立
六
日
町
病
院

外
来
診
療
日
の
変
更

皮
膚
科
の「
外
来
診
療
日
」が
変

更
に
な
り
ま
す
。

４
月
か
ら
月
曜
日
の
診
療
が
な

く
な
り
、
火
曜
日
・
木
曜
日
・
金

曜
日
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

県
立
六
日
町
病
院

℡
７
７
２
・
７
１
１
１

�
７
７
２
・
７
１
１
９

南
魚
沼
地
域
振
興
局
の

代
表
電
話
が
廃
止

４
月
か
ら
、
南
魚
沼
地
域
振
興

局
の
代
表
電
話
が
廃
止
に
な
り
ま

す
。電
話
を
か
け
る
際
は
、担
当
部

署
の
番
号
へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
夜
間
休
日
に
つ
い
て
は
、

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
７
７
２
・
２
６
０

０
）
を
設
置
し
ま
す
。

南
魚
沼
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

２
０
０
７

参
加
企
業
の
会
社
・
求
人
説
明

と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
と
の
就
職

相
談
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】

４
月　

日
（
金
）

２１

午
後
１
時　

分
〜

３０

【
会
場
）

南
魚
沼
市
民
会
館

【
対
象
者
】

大
学
・
短
大
・
各
種
学
校
生

（
平
成　

年
３
月
卒
業
予
定
者
）

１９

※
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

【
参
加
企
業
】

南
魚
沼
地
域
の
新
卒
者
採
用
見

込
企
業

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
六
日
町
へ
事
前

に
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
六
日
町

℡
７
７
２
・
３
１
５
７

４
月
の
心
配
ご
と
相
談
日

５
日
（
水
）

相
談
員　

井
熊　

秀
夫

高
橋
ト
ミ
エ

　

日
（
水
）

１２
相
談
員　

橋
本　

秋
治

高
橋
ト
ミ
エ

　

日
（
水
）

１９
相
談
員　

高
橋　

武
成

南
雲
ミ
ヨ
シ

　

日
（
水
）

２６
相
談
員　

橋
本　

秋
治

高
橋
ト
ミ
エ

【
会
場
】

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
午
後
１
時
〜
４
時
で
す
。

時
間
中
は
電
話（
７
８
４
・
４
１

１
３
）
で
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

４
月
の
行
政
相
談

都
合
に
よ
り
お
休
み
し
ま
す
。

（14）広報ゆざわ　H１８．３．２６

４月 のけんこつ体操教室
時間日会場

１３:３０～１５:００１３日�三 俣 地 区 館

１０:００～１１:３０２８日�１４日�神立中央集会場（田中）

９:３０～１１:００２５日�１１日�神立中央会館（栄町）

１０:００～１１:３０
１８日�１１日�

２５日�
農山村総合開発センター

１０:００～１１:３０２６日�１２日�下 湯 沢 公 民 館

１０:００～１１:３０
２１日�１４日�

２８日�
総 合 福 祉 セ ン タ ー

◎タオル、お茶などの飲み物を持ってきてください。
【参　加　費】　２００円（申し込みは不要）
【問い合わせ】　在宅介護支援センター　℡７８４－３０００

※農山村総合開発センターは内履きが必要です。



（15）

～ ４ 月 の 暦～ ４ 月 の 暦 ～～

※問い合わせ　住民課環境生活係�７８４－３４５３ごみ収集
三 国 ･ 三 俣土 樽 ･ 神 立湯 沢 西湯 沢 東出 し 方区 分

�・�・�（２９日休み）�・�・�指定袋に入れる。可 燃 ご み

１９日２１日１８ 日２０日
紐を十字にかける。

ダ ン ボ ー ル

１２日１４日１１日１３日紙 類 ・ 布 類

５日７日４日６日

指定袋に入れる。
袋を二重にしないこと。

ペ ッ ト ボ ト ル

７日５日６日４日空 き 缶

１４日１２日１３日１１日空 き び ん

２１日１９日２０日１８日その他の不燃ごみ

２１日２１日２１日２１日有 害 ご み

※問い合わせ　保健センター（総合福祉センター内 �７８４－３１４９）予防接種　　
会 場 ・ 時 間対 象種 類日

保健医療センター内
健康増進施設

 

１４：００～１５：００

１期：生後３～９０か月の間に３～８週間の間隔で３回接種
１期追加：３回目接種後、おおむね１２か月～１８か月おいて１回接種ポ リ オ４�

１期 : 生後１２か月から２４か月に至るまでの間にある者
２期：５歳以上７歳未満の者であって、小学校就学の始期に達するまで

の１年前の日から当該始期に達する日の前日までの間にある者
麻しん･風しん１１�

１期：生後３～９０か月の間に３～８週間の間隔で３回接種
１期追加：３回目接種後、おおむね１２か月～１８か月おいて１回接種三 種 混 合１８�

生後６ヶ月に達するまでに１回Ｂ Ｃ Ｇ２５�

◎持参するもの：母子手帳、予診票、受診券、体温計、筆記用具
◎必ず実施時間内においでください。接種料金は無料です。

詳しくは、平成１８年度乳幼児予防接種カレンダーをご覧ください。

※問い合わせ　保健センター（総合福祉センター内�７８４－３１４９）保健衛生行事
会 場時 間対 象種 目日

総 合 福 祉 セ ン タ ー１３:００集合
H１７．８月～９月生まれ
H１７．２月～３月生まれ

６ か 月 児 健 診
１ 歳 児 健 診４�

や す ら ぎ 荘１０:００～１５:００精神に障害をお持ちの方ふれあいサロン

や す ら ぎ 荘１０:００～１５:００精神に障害をお持ちの方ふれあいサロン
１１�

総 合 福 祉 セ ン タ ー１６:００～１７:００妊娠証明を受けた方母 子 手 帳 発 行

や す ら ぎ 荘１０:００～１５:００精神に障害をお持ちの方ふれあいサロン１８�

総 合 福 祉 セ ン タ ー１３:００集合H１６．８月～１０月生まれ１歳６か月児健診２１�

や す ら ぎ 荘１０:００～１５:００精神に障害をお持ちの方ふれあいサロン
２５�

総 合 福 祉 セ ン タ ー１６:００～１７:００妊娠証明を受けた方母 子 手 帳 発 行

総 合 福 祉 セ ン タ ー１３:００集合
H１７.１２月～H１８.１月生まれ
H１７.６月～７月生まれ

４ か 月 健 診
１０ か 月 児 健 診

２８�
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文
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い
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し
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３
月
６
日

南
雲

博

さ
ん

※問い合わせ　日曜・祝日�休日救急診療所　℡７７３ － ６６８８

その他の日�魚沼消防本部　　℡ ７８２ － １９９１
（テレホンガイド）

※脳神経外科の休日救急医療�斎藤記念病院　℡７７３－５１１１

４月の救急診療当番
外　　科内　　科受　付　時　間日

六 日 町 病 院�７７５－２００９城 内 病 院１２：００   ～  １８：００
１�

六 日 町 病 院�７７２－７１１１六 日 町 病 院１８：００～翌朝６：００

休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所 ９：００   ～  １６：３０
２�

ゆ き ぐ に 大 和 病 院�７７７－２１１１ゆ き ぐ に 大 和 病 院１８：００～翌朝６：００

ゆ き ぐ に 大 和 病 院�７８３－５５００中 山 医 院１２：００   ～  １８：００
８�

ゆ き ぐ に 大 和 病 院�７７７－２１１１ゆ き ぐ に 大 和 病 院１８：００～翌朝６：００

休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所 ９：００   ～  １６：３０
９�

六 日 町 病 院�７７２－７１１１六 日 町 病 院１８：００～翌朝６：００

六 日 町 病 院�７８４－２４１０高 橋 医 院１２：００   ～  １８：００
１５�

六 日 町 病 院�７７２－７１１１六 日 町 病 院１８：００～翌朝６：００

休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所 ９：００   ～  １６：３０
１６�

ゆ き ぐ に 大 和 病 院�７７７－２１１１ゆ き ぐ に 大 和 病 院１８：００～翌朝６：００

ゆ き ぐ に 大 和 病 院�７７８－１１２１米 倉 医 院１２：００   ～  １８：００
２２�

ゆ き ぐ に 大 和 病 院�７７７－２１１１ゆ き ぐ に 大 和 病 院１８：００～翌朝６：００

休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所 ９：００   ～  １６：３０
２３�

六 日 町 病 院�７７２－７１１１六 日 町 病 院１８：００～翌朝６：００

休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所 ９：００   ～  １６：３０
２９�

ゆ き ぐ に 大 和 病 院�７７７－２１１１ゆ き ぐ に 大 和 病 院１８：００～翌朝６：００

休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所 ９：００   ～  １６：３０
３０�

六 日 町 病 院�７７２－７１１１六 日 町 病 院１８：００～翌朝６：００

●保健医療センターでは２４時間、救急患者を診療する体制をとっています。
　もし救急で受診されたい時は、まず保健医療センター（℡７８０－６５４３）までご連絡ください。
　ホームページ（http://yuzawamed.jp/）で保健医療センターの利用等についてご覧いただけます。

まちのうごまちのうごきき
（前年比）３月１日現在２月届出分

（－ 16）4,353男5出生

（－ 66）4,416女5死亡

（－ 82）8,769計14転入

（＋ 45）3,247世帯24転出

ロープウェー・コマクサの湯

お休みのお知らせ

点検整備のため、４月３日（月
）から２１

日（金）までロープウェー及
びコマクサ

の湯はお休みします。
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トリノオリンピック報告祝賀会の
開催について

トリノオリンピックに出場した、
皆川　賢太郎選手（湯沢町出身）
佐々木　明選手（ガーラ湯沢所属）を
招いてのオリンピック報告祝賀会を開
催します。参加を希望される方は、４月
５日（水）までに、産業観光課（℡７８４－
４８５０）へご連絡ください。

○日時
４月７日（金）午後６時～
○会場
苗場プリンスホテル
○会費
３，０００円（１ドリンク付）


